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１．はじめに 

 欧州地域で舗装のすべり抵抗を調査する場合に，同日の測定中に舗装のすべり抵抗が徐々に低下する現象

が発生する場合がある．このような現象が発生する舗装に用いられている骨材は玉砂利が主体である．一般

に欧州地域で利用されている玉砂利はドルセットペブルに代表されるチャート系のものが多く，この種の玉

砂利は非常に硬質であるため，タイヤ走行による玉砂利の研磨により短時間にすべり抵抗が変化することは

ないものと想定される．一方，欧州において湿潤時のすべり抵抗を測定する場合に使用される「水」は硬水

であり，軟水である日本と比べるとミネラル分（Ca 分）濃度が大きく異なることが特徴である． 
 以上のことから，本報告は，水分中の Ca イオンが舗装のすべり抵抗に及ぼす影響について評価した結果

をとりまとめたものである． 
２．想定される現象とすべり抵抗の関係 

 すべり抵抗を測定している期間に発生している現象

を以下のように想定した． 
1) Ca イオン濃度の高い水の滞水 
2) 遊離 Ca イオンと空気中の CO2 の結合（CaCO3

の生成） 
3) 乾燥による CaCO3 の析出（稜角に富んだ形状） 
4) タイヤ走行による稜角・CaCO3 の研磨 
その結果として，すべり抵抗は以下のような傾向を

示すものと想定した． 
1) 水分中の Ca イオンと空気中の CO2 が結合した CaCO3 が玉砂利表面に固着し，当初は稜角に富んで

いるために高いすべり抵抗を示す． 
2) タイヤ走行により徐々に研磨され，すべり抵抗が短時間に低下する． 
なお，日本でも骨材として使用される場合がある石灰岩（成分は CaCO3 で同じである）は砂岩に代表さ

れる一般的な舗装用砕石に比べて研磨されやすいためにすべり抵抗が供用により比較的早期に低下するが，

結晶度が低いものと想定される析出した CaCO3 では更に短時間ですべり抵抗が低下するものと想定される．

また，ヨーロッパの玉砂利は非常に平滑なためにすべり抵抗は低い傾向にあることから，CaCO3 の析出が

より大きくすべり抵抗に影響しているものと想定される． 
 なお，各国の Ca イオン濃度の比較を図-1 に示す．日本に比べると，ヨーロッパで３倍程度，北アメリカ

で２倍程度，イオン濃度が高いことが分かる．  
３．評価方法 

評価手順は以下に示す，1)～5)を５サイクル

繰り返した．また，評価の要因と水準は表-1 に，

供試体と各サイクルの試験状況を写真-1 に示

す． 
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表-1．要因と水準 
要 因 水   準 

供試体の種類 砂岩，石灰岩，那智黒玉砂利 

水の種類 水道水（Ca+濃度：2），硬水（Ca+濃度：46）
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図－１．各国の Ca イオン濃度 1) 
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1) 供試体の水浸（16 時間：20℃） 
2) 供試体の乾燥（6 時間：ランプ照射） 
3) すべり抵抗の測定（BPN：湿潤） 
4) 研磨（3 分：パフ研磨） 
5) すべり抵抗の測定（BPN：湿潤） 

４．評価結果 

評価結果は図-2 に示すとおりである． 
 概して，水道水および砕石（砂岩，石

灰岩）の場合は BPN の変化に特定の傾

向は見られない．一方，硬水＋玉砂利の

場合には欧州での推移と同様な傾向を示

していることが分かる．つまり，硬水＋

玉砂利の場合には各サイクルにおいて想

定した現象が繰り返され，測定中にすべ

り抵抗が変化する現象が発生するものと

考えられる． 
また，玉砂利の場合においてのみ水質

の影響を受けるのは，一般的な砕石（砂

岩等）に比べて骨材表面が平滑であるた

め，付着成分によるミクロテクスチャの

変化程度が大きいためであると思われる．

ミクロテクスチャが平滑であるものほど水質の影響を受

けやすいことは，石灰岩においてすべり抵抗が低下した

4Cycle 以降に，同様な傾向がみられ始めていることでも

確認できる． 
これらのことから，ミクロテクスチャが小さい路面に

関しては，水質の影響を受けてミクロテクスチャが大き

く変化することから，すべり抵抗が上下する現象が発生

するものと想定される． 
５．まとめ 

本評価の結果，玉砂利のようにミクロテクスチャが小

さい骨材が用いられている舗装路面では，雨水等の Ca
イオン濃度によりすべり抵抗が変動する可能性があるこ

とが確認された． 
本評価は簡易に評価でき BPN により行ったが，今後

は，DF テスターや実車等の異なる試験機による再現性

や Ca イオンの指標値への影響程度等の評価を進めると

ともに，交通安全対策としての適用性等について検討し

ていきたい所存である． 
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写真－１．供試体と試験状況 
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図－２．すべり抵抗の変化 
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